
「
保
護
司
だ
よ
り
」
に
寄
せ
て

「
保
護
司
だ
よ
り
」
に
寄
せ
て

さ
い
た
ま
保
護
観
察
所
長

　小
林
孝
幸

　
春
日
部
地
区
保
護
司
会
の
皆
様
に
は
、

平
素
よ
り
更
生
保
護
の
諸
活
動
に
多
大

な
御
尽
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
令
和
４
年
４
月
の
移
動
で
神
戸
保
護

観
察
所
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

出
身
は
愛
知
県
で
、
埼
玉
県
で
の
勤
務

は
初
め
て
で
す
が
、
御
地
の
更
生
保
護

の
発
展
に
微
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
長
引
い
て
お
り
、
皆
様

に
は
日
常
生
活
に
お
い
て
、
御
不
便
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
立
ち
直
り
を

目
指
す
人
が
孤
立
し
て
道
を
外
す
こ
と

が
な
い
よ
う
、
平
常
時
以
上
に
、
対
象

者
に
寄
り
添
い
、
丁
寧
に
声
を
拾
い
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

肝
要
と
存
じ
ま
す
。
皆
様
の
一
層
の
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
心
の
通
う
面
談
」
を
基
本
に

「
心
の
通
う
面
談
」
を
基
本
に

春
日
部
地
区
保
護
司
会
会
長

　野
口
道
夫

　
本
年
よ
り
春
日
部
地
区
保
護
司
会
会

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
野
口
道
夫
で

す
。

　
保
護
司
の
役
目
で
あ
る
、
犯
罪
・
非

行
を
行
っ
た
人
の
社
会
復
帰
の
為
の
寄

り
添
い
、
手
助
け
が
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
従
来
通
り
十
分
に
出
来
な
か
っ

た
の
で
は
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
対
応
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
時
な
ど
、
特
に
そ
う
感
じ

ま
し
た
。

　
今
後
は
、
社
会
状
況
の
変
化
の
中
、

改
め
て
常
に
役
目
の
基
本
に
帰
り
、
本

人
の
目
を
見
て
心
の
通
う
面
談
を
誠
実

に
行
い
、
地
域
の
皆
様
、
関
係
機
関
の

ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
犯
罪
・

非
行
、
特
に
再
犯
の
無
い
明
る
い
社
会

づ
く
り
の
一
端
を
に
な
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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春日部地区保護司会　名簿 （五十音順）令和４年 12月現在

更生ペンギンの
ホゴちゃん

更生ペンギンの
サラちゃん

社会を明るくする運動とは
★犯罪や非行を防止し立ち直ろうとする人を支える
★罪を犯した人たちの更生に理解を深める
　安全で安心な暮らしは、すべての人々の望みです。犯罪等をなく
すための取締りを強化し、処罰することも必要ですが、立ち直ろう
と決意した人を地域や社会で受け入れることが大切です。地域すべ
ての人たちがそれぞれの立場で関わっていくことが必要です。
　この運動は、昭和 26 年に始まり 72 回を数えました。活動として
作文コンテスト、講演会、住民集会等、様々なイベ
ントが催されています。
　自分には何ができるか、みなさんも考えてみませ
んか。
https://www.moj.go.jp/hogo1/kouseihogoshinkou/hogo03_00103.html

保護司だより保護司だより 第12 号
令和５年
２月発行春日部地区保護司会（春日部市・杉戸町・宮代町）

春日部の藤春日部の藤

春日部支部
杉戸支部 宮代支部

（粕壁）

飯 岡　麻 世

岡 田　誠 一

梶川登代子

木村奈加子

小 林　秀 樹

島 村　智 幸

中 島　幸 一

中 田　卯 敦

永 田　京 子

（内牧）

飯 塚　悦 子

野 村　三 男

松 本　博 道

渡 邉　勝 之

（豊野）

石 塚　唯 夫

川 鍋　俊 夫

逸 見　英 男

田 中　英 雄

（幸松）

熊 井　知 仁

清 水　由 紀

菱 沼　和 保

（武里）

飯 田　道 代

伊澤しづ枝

石 川　　豊

梅 谷　正 之

金 重　光 江

小久保博史

菅 原　由 仁

時 田　温 史

（武里団地）

中 田　礼 子

矢 島　順 子

（豊春）

河 井　崇 文

清水けい子

寺 島　晴 代

當 間　義 廣

長谷川肇之

峯 山　篤 雄

山﨑冨美男

渡 邊　一 民

（庄和）

井 上　　優

竹 村　文 美

中 田　　晃

野 上　幸 司

広松三和子

水 野　　洋

山 内　融 法

大 串　雅 治

川 田　妙 悦

菅 野　泰 孝

小 島　正 夫

坂 巻　東 洋

芹 沢　久 枝

高 岡　邦 人

武 井　浩 昌

野 口　道 夫

馬島由美子

伊草美枝子

小 林　次 祥

田 島　正 徳

為ケ谷千佳子

手 島　　亙

中 村　惠 子

西 田　光 一

野 口　昌 宏
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支 部 紹 介

部 会 活 動

研 修 部 会広 報 部 会 就労支援部会

　保
護
司
と
は
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
等
、
保
護
司
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
年
一
回
広
報
誌

「
保
護
司
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
読
み
や
す
く
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
心
が
け
、
工
夫
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　更
生
保
護
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
の
更
生
、
立
ち
直
り
を
地
域
の
犯
罪
、

非
行
の
予
防
を
図
る
活
動
で
す
。

　関
係
法
令
の
学
習
、
事
例
研
究
な
ど

を
テ
ー
マ
に
し
た
定
例
研
修
会
を
受
講

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
矯
正
施
設
な
ど

の
視
察
、
研
修
を
通
じ
て
自
己
研
鑽
に

努
め
て
い
ま
す
。

　刑
務
所
再
入
所
者
の
約
七
割
は
再
犯
時

に
無
職
で
あ
り
、
再
犯
防
止
の
為
に
は
就

労
支
援
や
雇
用
の
確
保
が
重
要
で
す
。

　就
労
支
援
部
会
で
は
刑
務
所
出
所
者
へ

の
就
労
支
援
を
重
要
課
題
と
し
て
出
所
者

を
雇
用
し
て
い
た
だ
け
る
協
力
雇
用
主
を

紹
介
す
る
こ
と
で
雇
用
を
確
保
し
再
犯
防

止
の
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

龍Q館龍Q館

杉戸町流灯まつり杉戸町流灯まつり

ドラマの撮影などで使われる「笠原小学校」ドラマの撮影などで使われる「笠原小学校」

保
護
司
と
は

　
保
護
司
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て
、
犯

罪
を
し
た
者
や
非
行
の
あ
る
少
年
の
改
善
更
生
を

助
け
る
と
と
も
に
、
犯
罪
の
予
防
を
図
る
た
め
の

活
動
に
従
事
す
る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。

（
中
略
）
実
際
の
保
護
司
の
活
動
と
し
て
は
、毎
月
、

自
宅
や
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
担
当
の

保
護
観
察
対
象
者
を
招
い
た
り
、
そ
の
居
住
先
を

訪
問
し
た
り
し
て
面
接
を
行
い
、
日
常
生
活
の
様

子
を
聞
き
な
が
ら
、
保
護
司
な
り
の
人
生
経
験
や

知
識
を
生
か
し
つ
つ
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
う
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
保
護
観
察
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
犯
罪
予
防
活
動
と
し
て
、〈
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
に
伴
う
街
頭
活
動
や
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
の
福
祉
活
動
等
に
参
加
〉
と
い
っ
た
啓
蒙

活
動
を
他
の
保
護
司
と
一
緒
に
行
っ
て
い
る
。

―

『
更
生
保
護
学
辞
典
』よ
り
引
用
。―

ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
こ
う
せ
い
も
の
が
た
り

―

法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り―

　〈
あ
ら
す
じ
〉

　
昔
の
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
は
悪
い
こ
と
ば
か
り
す
る
非
行

ペ
ン
ギ
ン
で
し
た
。
あ
る
日
、
ク
ジ
ラ
先
生
と
の
面

接
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
づ
ら
さ
を
考
え
る
人

に
寄
り
添
っ
て
、
前
へ
一
歩
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
手

助
け
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
ま

た
、
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
は
働
く
た
め
に
多
く
の
会
社
の
面

接
に
行
き
続
け
た
が
、
過
去
の
経
歴
で
落
と
さ
れ
て

ば
か
り
…
。
そ
の
時
に
出
会
え
た
の
が
ア
シ
カ
親
方
。

ア
シ
カ
親
方
も
過
去
に
色
ん
な
悪
い
こ
と
を
し
て
き

た
が
、
ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
に
「
人
間
は
一
人
で
は
変
わ
れ

な
い
。
変
わ
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
応
え
て
く
れ
る

存
在
や
変
わ
れ
る
環
境
が
必
要
だ
。」
と
教
え
て
も

ら
っ
た
。
ク
ジ
ラ
先
生
や
ア
シ
カ
親
方
と
の
出
会
い

を
通
じ
て
更
生
ペ
ン
ギ
ン
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
詳
し
く
は
左
の
Q
R
コ
ー
ド
で
御
覧
く
だ
さ
い
。

春
日
部
支
部

　
春
日
部
支
部
は
四
十
五
名
の
保

護
司
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
年
で
す
と
、
各
小
中
学
校
へ

の
出
前
講
座
、
学
校
長
と
面
談
を

行
い
、
学
校
と
連
携
を
は
か
り
、

ま
た
啓
発
活
動
や
研
修
会
等
が
あ

り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
す
べ

て
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
者

と
の
面
接
等
個
々
の
保
護
司
の
役

割
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
を
し
な
が
ら

行
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
代
支
部

　
宮
代
支
部
は
八
名
の
保
護
司
で

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
春
日
部
地
区
保

護
司
会
の
定
例
研
修
・
刑
務
所
等

の
視
察
研
修
・
行
政
と
の
会
議
を

実
施
し
て
お
り
ま
し
た
。
本
来
で
し

た
ら
、
七
月
の
『
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
』
で
は
、
運
動
を
広
め
る

た
め
に
町
内
三
校
の
中
学
校
に
赴

き
、
啓
発
品
の
配
布
・
俳
句
の
募

集
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
は

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
自
粛
中
で
す
。

杉
戸
支
部

　
杉
戸
支
部
は
十
名
の
保
護
司
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
に
三
回
ほ
ど
の
自
主
研
修
会

を
行
な
い
、
情
報
交
換
を
す
る
場

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
流
行
以
前
は

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を

「
杉
戸
町
産
業
祭
」
に
お
い
て
啓

発
品
を
配
布
す
る
活
動
を
行
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
自
粛
し

て
い
ま
す
。

中
学
生
の
部

埼
玉
県
保
護
司
会
連
合
会
長
賞

葛
飾
中
学
校
三
年

新
井
　麻
衣
（
あ
ら
い
ま
い
）

「
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
」

小
学
生
の
部

埼
玉
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞

南
桜
井
小
学
校
五
年

安
間
　偉
月
（
や
す
ま
い
つ
き
）

「
ば
れ
な
き
ゃ
大
丈
夫
？
」

第 72回　社会を明るくする運動　埼玉県作文コンテスト第 72回　社会を明るくする運動　埼玉県作文コンテスト
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